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今年20歳を迎えた54人の新成人が集い、 1

月13日、九度山町ふるさとセンターで「成人

式」が開催されました。

会場では、新成人の皆さんが友人との再会

を笑顔で祝福しあい、.思い出話や近況報告に

花を咲かせた厭か、あちこちで記念撮影の輪

が広がっていました。

寺

梦

を

嵳'論浦1輪重ゞ0、 0 、、J k二

式典では、岡本町長をはじめ多数の来賓の

皆さんから、激励の言葉が贈られました。

また、河根小学校1、 2年生の皆さんから

「大人の仲問入りをされた皆さんは、きらき

ら郷いてとても素敵です」というぉ祝いの言

葉と、お祝いの歌が贈られました。

ごれにこたえ、新成人を代表して、金澤正

浩さん(慈尊院)が「まだまだ未熟な私たち

ですが、これからは大人としての自覚を持ち、

恥じる事のないよう、夢や希望に向かって歩

んでぃきたいと,思います」と、成人としての

誓いの言葉を述べました。
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▲お祝いの言葉とお祝いの歌を贈る

河根小学校1、 2年生の皆さん
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▲各表彰の授与式が行われました
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1
月
6
日
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
「
消

防
出
初
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
岡
本
町
長
が
「
昨
年
は
、
本

町
に
お
き
ま
し
て
2
件
の
火
災
が
発
生
L
ま

し
た
。
住
宅
密
集
地
で
の
火
災
で
あ
り
、
延

焼
の
危
険
が
多
分
に
あ
る
も
の
で
し
た
が
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
た
の
も
、
消

防
団
並
び
に
伊
都
消
防
署
の
方
々
が
迅
速
に

対
処
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

安
全
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
、
ご
尽
力
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞
。

続
い
て
、
梅
下
消
防
団
長
の
訓
示
、
来
賓

の
皆
さ
ん
の
挨
拶
の
あ
と
、
長
年
消
防
活
動

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た式

典
終
了
後
は
、
入
郷
児
童
館
下
の
河
川

敷
に
場
所
を
移
し
て
一
斉
放
水
訓
練
を
行
い
、

日
ご
ろ
の
胤
の
成
果
を
披
露
。
標
的
に
向

か
っ
て
空
高
く
舞
い
上
が
っ
た
水
し
ぶ
き
に
、

見
学
に
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

防
出
初
式

出
初
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
に

表
彰
状
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

匪
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

◎
5
年
以
上
勤
続
の
退
団
者
及
び
町
長
感
謝
状
(
巧
年
以
上
勤
続
者
)

道
浦
黛
、
岡
田
武
彦
、
松
井
清
澄

◎
即
年
以
上
勤
続
及
び
県
消
防
協
会
伊
都
支
部
長
表
彰
(
即
年
勤
続
表
彰
)

[
第
1
分
団
]
松
山
宣
悦
、
庵
上
和
訓
、
深
瀬
田
晏
正
野
古
堂
郎
、
森
護

〔
第
2
分
団
]
山
内
茂
二
、
西
難
宏
典
、
阪
中
修
士
、
丹
下
明
広

[
第
4
分
団
]
保
田
患
、
福
井
文
男
、
亀
澗
圭
治
、
米
田
泰
使
、
福
岡
忠
司

刀
禰
智
枝
満
、
不
動
憲
男

皿
県
消
防
協
会
伊
都
支
部
長
表
彰

◎
和
年
勤
続
表
彰
[
第
1
分
団
]
道
上
敏
夫
、
中
尾
榮
三

◎
即
年
勤
続
表
彰
〔
第
2
分
団
]
西
畑
敏
明
、
〔
第
4
分
団
〕
森
脇
豊
治

◎
W
年
勤
続
表
彰

[
第
1
分
団
]
大
西
正
昭

等
武

〔
第
2
分
団
]
海
堀
善
照
、
新
田
紀
夫
、
井
上
恵
和

〔
第
3
分
団
]
辻
本
重
明
、
山
本
正
一
、
前
田
典
史
、
中
坊
正
志
、
田
和
浩

[
第
4
分
団
〕
上
士
谷
幸
修
、
小
佐
田
洋
、
正
木
栄
嗣
、
三
浦
博
、
和
田
秀
明
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゛

翁
誕
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ー
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◎
功
績
章

、

之

ト
新
成
人
を
代
表
し
て

蕊
い
の
言
葉
を
述
ぺ
る

金
澤
正
浩
さ
ん

[
第
1
分
団
]
野
中
修
治
[
第
2
分
団
]
櫻
井
孝
一
、
丹
下
明
広

[
第
3
分
団
]
横
田
武
志
、
前
田
典
史
中
川
昭
宏

[
第
4
分
団
]
上
士
谷
幸
修
、
柳
谷
直
人

田
消
防
関
係
表
彰
の
伝
達

叉

小
西
誠
弘

ー
"
f

゛
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W
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乱

◎
和
歌
山
県
知
亊
表
彰
【
永
年
勤
続
功
労
章
】
[
第
4
分
団
]
坂
口
隆
一

ξ

、
●
十
ム

◎
和
歌
山
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

除

1

郡
干
頭
綬
】
第
1
分
団
【
功
績
章
】
[
第
3
分
団
]
岡
清
司

【
如
年
勤
続
章
】
[
団
長
一
梅
下
友
楠
、
[
第
4
分
団
]
名
迫
喬
、
前
西
久
寛

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】
[
第
3
分
団
]
曽
和
雅
之

【
精
績
章
】
[
副
団
長
]
玉
置
成
朝

【
即
年
勤
続
章
】
[
第
1
分
団
]
神
原
由
岳
、
森
一
司
、
[
第
3
分
団
]
澤
水
利
文

'
、
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重
延
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〆
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、
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延
、
畠
趣
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、
重
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、
r
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゛
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ぎ
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气

の
二
十
年
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

自
分
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
の
に
、

そ
の
割
に
ょ
く
文
句
や
偉
そ
う
な
こ
と

ば
か
り
言
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

式
を
終
え
て
、
い
い
加
減
冑
分
も
大

人
に
な
ら
な
く
て
は
と
そ
う
感
じ
ま
し

た
。
い
つ
ま
で
も
親
に
頼
っ
て
ば
か
り

で
は
い
け
な
い
し
、
い
つ
ま
で
も
親
か

傍
に
つ
い
て
い
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
成
人
と
し
て
こ
れ
を
機
に
、

自
分
の
中
で
大
人
に
変
わ
る
こ
と
が
で

き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

迷
惑
か
け
て
ば
か
り
で
ご
め
ん
。
そ

れ
と
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。

(子
の

る
こ

す
。

の
二

な
し

' 、鼠

ミ

《(

重
董
重
甚
、
重
ぎ

販

式
に
は
綺
麗
な
着
物
を
買
っ
て
く
れ
て
、

い
つ
も
私
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
私
は
本
当
に
多
く
の
人
に

支
え
ら
れ
て
生
き
て
き
た
と
思
、
つ
。
私

は
ま
だ
学
生
で
、
世
話
も
か
け
る
し
、

一
人
前
で
は
な
い
け
ど
、
自
覚
を
持
っ

て
、
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
。

い
つ
か
私
が
一
人
前
の
大
人
に
な
っ

て
、
親
に
な
っ
た
時
、
お
父
さ
ん
の
愛

恬
が
分
か
る
ん
だ
と
思
う
。
私
に
と
っ

て
お
父
さ
ん
は
分
か
ら
ず
屋
で
喧
嘩
も

す
る
し
、
感
^
な
ん
か
照
れ
く
さ
い
け

ど
、
私
が
就
職
し
て
一
人
前
に
な
っ
た

ら
、
家
族
を
旅
行
に
で
も
連
れ
て
行
っ

て
あ
げ
た
い
な
。
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ゴールを目指1して

~九度山町マラソン大会~

1月20日に九度山田1マラソン大会が開催さ

れ苦した

当日は、マラソンと駅伝あわせて260人力

参加し、たくさんの見物人や家族の声援の中

健脚を競いました。なお、各部門の町内の入賞

者は、次のとおりです。(敬称略)

▼小学生3・4年男子[2加]

1位西畑柊希 2位松山佳生

3位梅村雅康 4位児玉宗二郎

5位道浦健介 6位山下龍一朗

▼小学生3 ・ 4年女子[2hn]

2位芝崎友理

▼小学生5 ・ 6年男子[2km]

3位元家良輔 5位板倉斗夢

6位丸澤克貴

▼小学生5 ・ 6年女子[2km]

5位米田弥生

▼中学生男子[3km]

1位前田祥伶 2位入谷健介

3位石田翔大 4位前川健太

5位前川涼太 6位牧野良亮

七ン三1翁'{門ξ七、、1ず,、1 、1

〒 11-、、^〕モ"、

謬'ぎ、" ゞ~

之加、"

逆に励まされて頑張

ることが出来ました

つらいこともありま

したが、いろんな意

味で学ぶことができ

た1年問だったと馬

います」と話されて

いました

48

点Y
ご
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主 下

▼中学生女子[2hn]

1位元寡千裕 2位道浦三喜 3位宮下愛未

4位諏訪理恵 6位木村友紀

▼駅伝甥子[4区周5訂「1]

2位九度山学童軟式野球クラプA

青木宏彰・児玉真一郎・松尾隆矢・芝崎輿士

3 位九度山Jr.ソフトテニスA

岡本輝・岡本良太・西畑直輝・田村謙児

▼駅伝女子[4区問5釘n]

1 位九度山Jr.ソフトテニスA

神保真由・石井優衣・狭問香織・氏岡更紗

2位九度山シスターズA

南垣内香帆・中西穂乃花・守安加菜・北谷安美

3位九度山Jr、ソフトテニスB

山本奈津実・西口百香・齋藤裕賢・橋誥ゆり
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ロポツトチャンピオン誕生

~きのくにロボットフェスティバル2007~

県主催「きのくにロボットフェスティパル2007」

の決勝大会が12月28日、都坊市立体育館で行われ

ました。予選を勝ち抜いた九度山小学校5年生の糸川
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祉月君が小学生の部

で見事優勝し、知事

賞を勝ち取りました

昆虫型ロボットに

自分で考えたアイテ

ア部品を装着し、ヒ

ンポン玉を運ぴやす

くしたことが勝因た

つたようです。「ま

た、来年も挑戦した

い」と早くも意欲を

見せてくれました
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絵画で伝える.文化遺・産

~文化遺産絵画コンクール作品展~

1月12日から20日に、「私が見つけた

文化遺産絵画コンケール」の入選作品展力

紙遊苑で開催されました

このコンクールは、絵を描くことを通して

子どもたちに県内の文化遺産を見つめてもら

おうと、3年前から朋催されています。作『

展では、特に優秀な作品が展示されており

助内では次の作品が展示されていました

自分の花を見に行こう!

~花のラッピング列車原画展~

1月5日から7日までの3日周、なんぱハ

ークスで「花のラッピング列車原画展」が開

催されました

期問中は、大勢の皆さんに会場にお越しい

ただきました。なお、「花のラッビング列車j

は本年10月ぎでの運行予定です
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◇◇◇町内の児童の入選作品◇◇◇
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「慈尊院の門」

松山直也さん
(九度山小学校6年生)
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高齢者叙勲を受章

~旭日単光章 b也方自治功労】~

高齢者叙勲は、国家又は公共のために功労のあ

つた方のうち、 88歳になられた方に授与される

ものです

このたぴ、町内では稲垣康雄さん(九度山)カ

元九度山岡議会議員として、長年にわたり地方自

治に多大な功績を残されたとして、旭日単光章を

受賞されました

稲垣さんは、詔和46年5月に初当選以来、 4

期16年にわたり在職され、昭和58年5月から
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『根本大塔』

竹谷丹里さん
(九度山小学校6年生)
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「根本大塔」

南垣内香帆さん

(九度山小学校6年生)
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力度山町議会副議長

を2年問歴任するな

ど、町政発展に尽力

され弐した

ご功労・ご功績に

対し、心から敬意を

表し、晴れの受章を

お喜ひいたします
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『慈尊院』

狹問萌子さん

(九度山小学校6年生)
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青年海外協力隊として

頑張ってきました

昨坪3月より、青年海外協力隊としてソロモン

諸島に赴任していた、道上暁子さん(九度山)カ

このたひ1年周の活動を終えて、九度山町に帰っ

てきぎした

道上さんは、滞在期問中、看護士として医療に

携わりました。 1年問の感想を聞くと、「最初の

頃は言葉が通じなく、また、現場は水がない、薬

がないという貧しい環境のなかだったので、本当

に大変でした。でも、現地の人はとても明るく
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r慈尊院」

守安加菜さん
(九度山小学校6年生)
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放課後児童クラブ(学童保育)の

申し込みについて

4 '

放課後児童クラブ(学童保育)は保育に欠ける状態にある児童を対象に、学校の授

業終了後に一定の時間、放課後児童指導員が家庭に代わって生活指導等を行うクラブ

です。

■対象

平成20年度に九度山町内に在住の小学生の児童

睡施設

九度山小学校内(空き教室を利用)

■開設日

月曜から士曜田曜・祝日・盆休み【約1週間】・

年末年始酪り1週間】はお休み)

■開所時間

.放課後から午後6時まで

(士曜・長期休暇中は午前9時から午後6時まで)

■保育料

児童の学年、利用月、利用形態により異なりま司、ので、詳しくは役場福祉課(含54-

2019)までお問い合わせください。※スポーツ障害保険料とおやつ代が別途必要です。

鳳申し込み方法

2月8日(金)の午後7時から、ふるさとセンター4階会議室で説明会の開催を予

定してぃます。当日、利用申請書を配布しますので、必要事項を記入の上、役場福

祉課まで提出してください。

瓢利用の決定

申し込み多数の場合、家族や児童の状況等を者慮の上、決定します。
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新年度からの放課後児童クラプ事業開始に伴い、児童に生活指導を行う登録指導員

を募集します。

詳細にっいては、役場福祉課(丑54-2019)までお問い合わせください。

◇指導員を募集します◇
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